
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

おもちの他にも、から揚げとポテト、お汁粉、 

カップケーキなどのおいしい食べ物、 

フリーマーケットなど、嬉しい・おいしいブースが 

た～っくさん！！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記＞ 

先日、プライベートでドイツに行って
きました。街中を歩くと、至る所にそ
の地の歴史の足跡が刻まれ、歩を
進めるごとに街への親しみが湧いて
きました。旅先だけでなく、自分の住
む街の足跡を探せば、今よりももっ
と、「自分の街」に愛着が湧くかもし
れませんね！（み） 

稲毛東口駅前広場には、３本の木に囲まれて、「男の子と女の子」「裸婦」

の２体のブロンズ像があります。「男の子と女の子」の像（写真左）は、

稲毛駅東口が完成した昭和36年に立てられ、台座には東口ができるま

で、資金調達などに 10 年を要した経過が記されています。「裸婦」像

（写真右）は、東口開設17周年を記念し、昭和51年に設置されまし

た。「月の世界へ着陸した限りない人間の力を眺めている姿です。」とい

う一文から始まる誌「遠心」が台座に刻まれています。 

先月号でご紹介した男性立像の横には「快速電車稲毛駅停車考」という 

碑もあり、これらのモニュメントは、首都圏のベッドタウンとして人口が増えていく近年の稲毛の歴史を物語

っているようです。     ※前回予告しました「天」「人」の像の掲載は見送りました。ご了承ください。 

 


